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四

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
第
六
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
六
十
六
条
第
三
項
第
一
号
イ
の
改
正
規
定
並
び
に

同
条
第
四
項
の
改
正
規
定（「
前
項
第
三
号
」
を
「
前
項
第
四
号
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
第
三
条
の
規
定
、

第
四
条
中
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
第
十
二
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
九
項
の
改
正
規
定
、

同
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
の
次
に
一
項
を
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
同
条
に
一
項
を
加
え
る
改
正

規
定
並
び
に
同
法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
改
正
規
定
、
第
五
条
の
規
定
並
び
に
第
六
条
中
特
別
会
計
に
関
す
る

法
律
第
百
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
法
附
則
第
十
九
条
の
二
の
改
正
規
定（「
令
和
元
年
度
」
を
「
令
和
三

年
度
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）並
び
に
附
則
第
九
条
第
二
項
及
び
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定

令
和
三
年
四
月

一
日

五

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
の
目
次
の
改
正
規
定（「
第
三
十
七
条
の
四
」
を
「
第
三
十
七
条
の
六
」
に
改
め
る
部
分

に
限
る
。）、
同
法
第
六
条
の
改
正
規
定
、
同
法
第
三
十
七
条
の
四
の
次
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
法
第
七

十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定（「
災
害
」
の
下
に
「
、
第
三
十
七
条
の
五
第
一
項
第
三
号
の
時
間
数
」
を
加
え
る
部

分
に
限
る
。）及
び
同
法
第
七
十
三
条
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定

令
和
四
年
一
月
一
日

六

第
一
条
中
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
五
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
条
、
第
十
三
条
（
厚
生
年
金
保
険

法
第
五
十
六
条
第
三
号
の
改
正
規
定
を
除
く
。）及
び
第
十
四
条
の
規
定

令
和
七
年
四
月
一
日

（
被
保
険
者
期
間
の
計
算
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
「
改
正
後
雇
用
保
険
法
」
と
い
う
。）第
十
四
条
第
三

項
、
第
三
十
七
条
の
三
第
一
項
、
第
三
十
九
条
第
一
項
及
び
附
則
第
三
条
の
規
定
は
、
被
保
険
者
期
間
（
雇
用
保
険

法
第
十
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
被
保
険
者
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）の
計
算
に
係
る
離
職
の

日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
離
職
日
」
と
い
う
。）が
前
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に

お
い
て
「
第
二
号
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
で
あ
る
者
に
係
る
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
適
用
し
、
離
職
日
が
第
二

号
施
行
日
前
で
あ
る
者
に
係
る
被
保
険
者
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
高
年
齢
雇
用
継
続
給
付
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
三
条

改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
五
項
の
規
定
は
、
六
十
歳
に
達
し
た
日
（
そ
の
日
に
お
い
て
雇
用
保
険

法
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
同
号
に
該
当
し
な
く
な
っ
た
日
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
同
じ
。）が
附
則
第
一
条
第
六
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
第
六
号
施
行
日
」

と
い
う
。）以
後
で
あ
る
被
保
険
者
に
対
す
る
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
六
十
歳
に
達
し
た

日
が
第
六
号
施
行
日
前
で
あ
る
被
保
険
者
に
対
す
る
高
年
齢
雇
用
継
続
基
本
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例

に
よ
る
。

２

雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
二
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
第
五
項
の
規
定

は
、
第
六
号
施
行
日
以
後
に
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
対
す
る
高
年
齢
再
就
職

給
付
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
六
号
施
行
日
前
に
安
定
し
た
職
業
に
就
く
こ
と
に
よ
り
被
保
険
者
と
な
っ
た
者
に
対

す
る
高
年
齢
再
就
職
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
育
児
休
業
給
付
金
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
四
条

改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
七
及
び
第
六
十
一
条
の
八
の
規
定
は
、
こ
の
法
律
の
施
行
の
日
（
以
下

「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
す
る
者
に

つ
い
て
適
用
し
、
施
行
日
前
に
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
雇
用
保
険
法
（
以
下
「
改
正
前
雇
用
保
険
法
」
と

い
う
。）第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
雇
用
保
険
の
国
庫
負
担
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
五
条

改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
度
以
後
の
年
度
に
係
る
国
庫
の
負
担
額
に

つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
施
行
日
前

に
改
正
前
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
対
し
て
施
行
日
以
後
に
支
給

さ
れ
る
育
児
休
業
給
付
金
に
つ
い
て
は
、
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業

給
付
金
と
み
な
し
て
、
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
六
条
第
一
項
第
四
号
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
八
条

第
四
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
改
正
後
徴
収
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
は
、
令
和
二
年
度
以
後
の
年
度
に
お
い
て
同
項
に
規
定
す

る
場
合
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
お
け
る
雇
用
保
険
率
の
変
更
に
つ
い
て
適
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い

て
、
附
則
第
四
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
た
施
行
日
前
に
改
正
前
雇
用
保
険
法
第
六
十

一
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
休
業
を
開
始
し
た
者
に
対
し
て
施
行
日
以
後
に
支
給
さ
れ
る
育
児
休
業
給
付
金
に
つ

い
て
は
、
改
正
後
雇
用
保
険
法
第
六
十
一
条
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
育
児
休
業
給
付
金
と
み
な
し
て
、
改
正
後

徴
収
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

２

令
和
元
年
度
以
前
の
年
度
に
係
る
改
正
後
徴
収
法
第
十
二
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
雇
用
保
険
率
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
）

第
六
条

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
以
下
「
改
正
後
労
災
保
険
法
」
と
い
う
。）の

規
定
は
、
改
正
後
労
災
保
険
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
要
因
に
よ
り
、
附
則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る

規
定
の
施
行
の
日
（
以
下
「
第
三
号
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
発
生
す
る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
対
す

る
改
正
後
労
災
保
険
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
改
正
後
労
災
保
険
法
第
八
条
第
三
項
及
び
第
十
四
条
第
一
項
（
労
働
者
災
害
補
償

保
険
法
第
二
十
二
条
の
二
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
は
、
第
三
号
施
行
日
以
後
に
発
生
す

る
負
傷
、
疾
病
、
障
害
又
は
死
亡
に
対
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
七
条
第
一
項
第
一
号
及
び
改
正
後
労
災
保

険
法
第
七
条
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
適
用
し
、
第
三
号
施
行
日
前
に
発
生
し
た
負
傷
、疾
病
、

障
害
又
は
死
亡
に
対
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
に
掲
げ
る
保
険
給
付
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

３

施
行
日
か
ら
第
三
号
施
行
日
の
前
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
改
正
後
労
災
保
険
法
第
四
十
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
第
二
十
条
の
六
第
三
項
若
し
く
は
第
二
十
二
条
の
四
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
十

二
条
の
四
第
三
項
」
と
、「
、
第
六
十
条
の
二
第
一
項
若
し
く
は
第
六
十
一
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
若
し
く
は
第

六
十
一
条
第
一
項
」
と
す
る
。

（
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
に
関
す
る
特
例
）

第
七
条

複
数
事
業
労
働
者
（
改
正
後
労
災
保
険
法
第
七
条
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
複
数
事
業
労
働
者
を
い
う
。

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
夫
（
婚
姻
の
届
出
を
し
て
い
な
い
が
、
事
実
上
婚
姻
関
係
と
同
様
の
事
情
に
あ
っ

た
者
を
含
む
。）、
父
母
、
祖
父
母
及
び
兄
弟
姉
妹
で
あ
っ
て
、
複
数
事
業
労
働
者
の
二
以
上
の
事
業
の
業
務
を
要
因

と
す
る
死
亡
の
当
時
、
そ
の
収
入
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
、
か
つ
、
五
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満
で
あ
っ
た
も
の

（
改
正
後
労
災
保
険
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
十
六
条
の
二
第
一

項
第
四
号
に
規
定
す
る
者
で
あ
っ
て
、
改
正
後
労
災
保
険
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
者
災

害
補
償
保
険
法
第
十
六
条
の
四
第
一
項
第
六
号
に
該
当
し
な
い
も
の
を
除
く
。）は
、
改
正
後
労
災
保
険
法
第
二
十
条

の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
第
十
六
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
分

の
間
、
改
正
後
労
災
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
後
労
災
保
険
法
第
二
十
条
の
六
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法

第
十
六
条
の
四
第
二
項
中
「
前
項
各
号
の
一
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
各
号
の
一
（
第
六
号
を
除
く
。）」
と
、
改
正
後

労
災
保
険
法
別
表
第
一
の
遺
族
補
償
年
金
の
項
中
「
遺
族
補
償
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
」
と
あ
る
の
は

「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
遺
族
（
雇
用
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和

二
年
法
律
第
十
四
号
）
附
則
第
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
遺
族
で
あ
つ
て
六
十
歳
未
満
で
あ
る
も
の
を
除
く
。）」
と

す
る
。

２

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
百
三
十
号
）
附
則
第
四
十
三
条
第
二

項
及
び
第
三
項
の
規
定
は
、
前
項
に
規
定
す
る
遺
族
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
二
項
中

「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ
る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
遺
族
補
償
年
金
」
と
あ

る
の
は
「
複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
」
と
、
同
項
た
だ
し
書
中
「
第
六
十
条
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
条
の
四
」

と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。




		2020-03-31T17:53:57+0900
	C＝JP,O＝Japanese Government,CN＝Ministry of Finance
	NationalPrintingBerau
	（なし）




